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■

｢デジタル｡ﾈｯﾄﾜｰｸ社会における出版物の利活用の推進に関する懇談会報告｣について
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ヂジﾀﾙ.ﾈｯﾄﾜーｸ社会における出版物の利活用の推進に関する懇談会鍾鐘，デジタル･ネットワーク社会における出版物の利活用の推進に関する懇談会に

１背景･目的

デジタル･ネットワーク社会に対応した知の拡大再生産を実現し､我が国の豊かな出版文化を次代へ蒲実に継承しつつ､広く国民が出版物にアクセスできる環境
を整備することが重要な課題となっている｡こうした課題について検討を行うため､広く関係者が集まり､｢デジタル･ネットワーク社会における出版物の利活用の椎
進に関する懇談会｣（総務省､文

･１＝ザ

業省の三省合尼 )を設置。

２－検討内容

(1)デジタル･ネットワーク社会における出版物の収集･保存の在り方

(2)デジタル･ネットワーク社会における出版物の円滑な利活用の在り方

(3)国民の誰もが出版物にアクセスできる環境の整備等

'３運用一

懇談会の下に､技術に関するワーキングチーム(以下｢技術ＷＴ｣)及び出版物の利活用の在り方に関するワーキングチーム(以下｢利活用ＷＴ｣)を設置し､検討。

４開催期間

平成22年３月１７日に第１回会合を開催｡懇談会においては3回､技術ＷＴにおいては7回利活用ＷＴにおいては6回にわたって検討が行われ､その結果､６月
２８日に一定の取りまとめとして､懇談会報告を発表。

懇談会構成員

【有識者】
渋谷達紀早稲田大学法学部教授
○末松安晴東京工業フご草名誉教授･国立楕報学研究所名誉教授
杉本重雄筑波ﾌ皆誌学陶雪害館情報メディア研究科教授
徳田英幸慶雁義塾プ君含恭筒院政策・メディア研究科委員長躯環境情報学部教授
長尾真国立国会図書館長

【権禾1渚(作家等）】
阿刀田高作家・日本ペンクラブ会長
里中満智子マンガ家･デジタルマンガ協会副会長
柿周平作家・日本推理作家協会常任理事
三田誠広作家・日本文蕊家協会畠1理事長

【出'15渚】
相質昌宏日本雑誌協会冨哩事長・日本書籍出版協会理Ｉ張･小学館代表取締役社長
金原優日本書籍出版協会副理事長･株式会社医学盤院代表取締役社長
佐藤燭言日本書籍出版協会デジﾀﾙ化対応特男l倭員会委員長･新潮社取締役社長
野間省伸講談社副社長

【新聞社】
内山斉日本新聞協会会長｡読売新聞グノ吟プホ社代表取締役注長
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【印刷会社】

足立直樹凸版印刷代表取締役社長
北島義俊大日本印刷代表取締役社長
山口政辰日本印刷産業連合会顧問・共同印刷株式会社取締役会長

鱈店】

大橋信夫日本割i扉笥業組合連合会代表理事.尭賓堂書店代表取締役
小城武彦丸善代表取締役社長
高井昌史紀伊国屋書店代表取締役社長

【通信事業者等】
喜多埜裕明ヤフー取締役最高執行責任者
鈴木正俊エヌ・ティ・テイ・ドコモ代表取締役副社長
高橋誠ＫＤＤＩ取締役執行役員専務グフ吟プ戦略統括本部長
村上憲郎グーグル名誉会長

【メーカー】
安達俊雄シャープ代表取締役副社長
野口不二夫米国法人ソニーエレクトロニクス上級副社長
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｢デジタル｡ネットワーク社会における出版物の利活用の推進に関する懇談会｣の報告概要璽董’
総務省轄文部科学省､経済産業省の副大臣･大臣政務官による共同懇談会として､作家､出版社､新聞社､印刷会社､書店､通信事業者､メーカー等
の代表を集め､２０１０年３月１７日に第１回会合を開催｡６月２２日､報告をとりまとめ｡６月２８日､報道発表。

知の拡大再生産の実現
オープン型電子出版環境の
実現一|’

『知のインフラ』へのアクセ
ス環境の整備

利用者の安心･安全の確保

－ －_一

懇談会報告;具体的政策の方向性とアクションプラン(2010年６月２８日）爵荻云諏舌;呆秤岡収束の万I可涯堂了クシヨンノフン(淫Ｕ１Ｕ牢b月ｚごロノＩ、

１．「著作物･出版物の権利処理の円滑化推進に関する検討会議(仮称)I｣の設置
＞著作物･出版物の権利処理の円滑化のため諺権利の集中管理の必要性を含めて､その対象や具体的な仕組み､主体等の課題について検討

2.個々の出版物の特性に応じた契約の円滑化に向けた実証実験の実施
＞情報通信技術を利用して､契約事務を効率化し､流通を円滑化するための実証実験を実施。

3.出版者への権利付与に関する検討
＞デジタル･ネットワーク社会における出版者の機能の維持･発展の観点から､出版者に何らかの権利付与をすることについて､その可否を含め検討。
検討にあたっては語出版契約や流通過程に与える影響や各国の動向についての調査･分析の実施や議論の場を設けることなどを通じて､更に検討。

４.「電子出版日本語フォーマット統一規格会議(仮称)｣の設置
＞多種多様な閲覧ﾌｫー ﾏｯﾄに変換が可能な日本語基本ﾌｫー ﾏｯﾄ(中間(交換)ﾌｵー ﾏｯﾄ)の統一規格の策定に向けて検討.実証､国際標準化。、
壷電子出版ｺｽﾄの削減鶴リリースタイムの縮減､様々な端末･プラットフォームで電子出版を利用可能に。

５.海外ヂﾌｧｸﾄ標準への日本語対応に向けた日･中｡韓連携
＞日本の出版物を世界へ発信する観点から､海外の閲覧フォーマットとして有力なEPUBについて、日本語表現に十分対応するために必要な取
組を検討｡これらの検討は､漢字文化圏である中国､韓国との連携が重要。

６.「電子出版書誌データフォーマット標準化会議(仮称)｣の設置
＞紙の出版物と電子出版の両方を統一的に扱える書誌情報(MARC等)フォーマットの標準化等について霊検討･実証。
壷紙と電子の区別なく､あらゆる出版物を簡単に検索可能に。

７.「デジタル画ネットワーク社会における図書館の在り方検討協議会(仮称)｣の設置
＞国立国会図書館を始めとしたデジタル･ネットワーク社会における図書館の在り方について検討し鶴関係者間で合意が得られたものから逐次
実現に向けた取組を実施。

８.サービスの高度化に向けた実証実験の実施等
＞国立国会図書館と出版物のつくり手等との連携による全文テキスト検索(Full飛xt-Search)の実証実験
、＞図書館における電子出版に係る公共サービスについて､検討.実証等ノ

具体的政策の方向0性とアクションプラン～知の拡大再生産の実現～① 鍾謹L’

-i、知の拡大再生産の実現

【1】出版物の権利処理の円滑化により取引コストの低減及び関係者への適正な利益還元を図る』画皿物”権利処塞”同5胃にl=｡こり駅5iヨハI､”煙淑媒｡闇1示百へ吻垣止辱利垂窪元さ凶句。’

1)出版物の権利処理の円滑化に関する検討

＞出版物の権利処理の円滑化による取引コストの低減とともに関係者に対する適正な利益還元を通じて､デジタル･ネットワーク社会における
出版物の円滑かつ安定的な生産と流通による知の拡大再生産の活性化を図る必要。．‐

＞具体的には､集中管理の必要性を含めて､その｢対象｣や具体的な｢仕組み｣、｢主体｣等の課題について検討するため､著作者や出版者等の
関係者により構成される ｢著作物重出版物の権利処理の円滑化推進に関する検討会議(仮称） を設置。

2)個々の出版物の特性に応じた契約を円滑化する取組の構築

＞出版物の円滑かつ安定的な生産と流通を確保するために､著作者や出版者が自らのコンテンツの流通の場や時期などに関して影響力を持
つシステムについて、 情報通信技術存利用して､契約事務存効率化し､流通存円滑化する方策

＞こうした取組について国が側面支援。

ー

■|【2】出版者の機能の維持･発展のための権利の在り方について検討する
｜Ｑ,魚臨去天為褒詞,蔦陰J-頭÷ｽ墨毒一一

◎

について実証実験を実施。

3)出版者への権利付与に関する検討

＞･デジタル･ネットワーク社会における出版者の機能の維持･発展の観点か
め検討。

ら＝出版者に何ら力､の権利付与をすることについて、その可否を含

＞検討にあたっては､出版契約や流通過程に与える影響や各国の動向についての
に検討。

＞こうした取組について国が側面支援。

調査･分析の実施や議論の場を設止tることなどを通じて､更
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具体的政策の方向性とアクションプラン～知の拡大再生産の実現～② 鍾溌

【3】出版物のつくり手の意図を正確に表現できるようにする画』画皿初ｕノコ、ツ子Ｗ昼墜I琶止雁１－謬蕊兄Ｃさっよつ１－９句｡

4)外字･異体字が容易に利用できる環境の整備

日本の出版物には､非常に多様な表現が用いられており､出版物のつくり手の意図による表現の一部である外字･異体字について､電子
反においても､歴史的文書における字体､著者の表現､編集者の方針等を正確に電子化することが求められるため､原字を正確に表現で

＞上1本の辻１版初には、非需に多様な表現か用いられており、出版物のつくり手の意凶によつ表現の－劃》でめ匂外字・

出版においても､歴史的文書における字体､著者の表現齢編集者の方針等を正確に電子化することが求められるため
きるようにすることが必要。

〕崖 力､編集､検索、
.に完頚で去馬譜 を撫篭脇蕃で容易に外字が利用できる環境､出版物をﾃｷｽﾄとして供給する場

合において､希少文字

認識』l馴瞬燕慧繍]普溺j碧零隷署欝薙
＞民間の取組について国が側面支援を実施。

鮒騨溺$?｛駕騨
方法などについて､２．１）の｢電子出版日
、

【4】出版物のつくり手､売り手の経済的な利益を守る斗』四皿初ｗ~ハツ己子､”シ手ｗ涯戸ｐｗＵｂ仙錘琶寸ｅｏｌ
.,!'.I聖､岸;～…~～‘.…….=.".~T~,'諏番r’′….~.~‘,､諺‘..,診'､.ー，ー一－'一一一"－両．一一~響一ﾏー －．－４…・‐、

5)認証課金プラットフォームの構築

＞従来の携帯電話とは異なる汎用端末での電子出版コンテンツの決済の在り方について検討する必要'性が増大。
＞独自に認証課金プラットフォームを構築･提供することにより､電子出版の提供に当たっての自由度を高められる可能性。

､

L

＞課金やID等に関する技術､少額課金を可能とするシステム構築等の在り方について、
註。

6)不正流通の抑止･撲滅に向けた環境整備

あくまで自らの必要性､ビジネス上の判断に基づいて検

＞インターネット上の不正流通の抑止技術や海賊版の検知技術の開発､監視･排除の仕組みの検討等､関係者を中心に宜民を堂旦韮昌亜孟且を
展開。

7)書店を通じた電子出版と紙の出版物のシナジー効果の発揮

＞３．３)の｢紙の出版物と電子出版の双方を扱う書誌情報(ＭＡＲＣ等)の確立｣に向けた取組や読者のための地域の拠点である諜店を通じて
を発揮できるようなハイブリッド型･双方型の流通システムの構築に向けた取組を推進｡国としてもこうし

』

電子出版と紐の出版物のシナジー効果
た取組を側面から支援。
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具体的政策の方向性とアクションプラン～オープン型電子出版環境の実現～① 鹸’
－－－一一一一一一ー町一碑－－

２オープン型電子出版環境の実現

【1.2】電子出版を様々 なブﾗｯﾄﾌｫー ﾑ､様々 な端末で利用･提供できるようにする｡

【3】海外の出版物に自由にｱｸｾｽできるようにするともに､日本の出版物を世界へ発信する。’

１)日本語基本表現に係る国内ﾌｱｲﾙﾌﾗｵー ﾏﾂﾄ(中間(交換)フ刻一ﾏｯﾄ)の共通化に向けた環境整備

＞電子出版のための日本語コンテンツの記述フォーマットに関し､電子出版を様々 なプラットフォーム､様々 な端末で利用できるようにする観点か
ら､関係者において、日本語をめぐる基本的なフォーマットの根幹を共有し､共通化していく必要。

Ｌ

信する。

により、出版
h,た｡これに

＞本懇談会において､日本語表現に実績のあるファイルﾌｫー ﾏｯﾄである[Xn4QE｣_些主＝zf2と｢ドｯﾄブックI(ボイジヤー)との協調によし
物のつくり手からの要望にも対応するべく､我が国における中間(交換)フォーマットの統一規格策定に向けた大きな一歩が踏み出された。
出版社や印刷会社から替同･支援まる趣旨の意見が表明されている。

て、日本語基本表現に係る中間(交換)フォーマットを確立することは､電子出版に係る

ついて、

＞園内＞国内外の多様な閲覧(最終)フォーマットの普及に対応して、日本語基本表現に

コスト削減､作成期間の短縮を通じたコンテンツ規模の拡大が期待できる｡さらに
利用者に長期の閲覧可能性を保証することができる｡我が国電子出版市場の－
わる出版関係者､端末､プラットフォーム関係者を巻き込んだ検討･実証が必要。

＞以上を踏まえ､電子出版での日本語基本表現に実績を有する関係者において、

とともに、ｺｽﾄ削胤作成期間の短縮を通じたｺﾝﾃﾝﾂ規模の拡大が期待できる｡さらには､我が国の電子出…陸とｵー Zfz陛童豊､必
利用者に長期の閲覧可能性を保証することができる｡我が国電子出版市場の一層の拡大の観点から-極めて有効であり、日本語基本日本語基本表現に関

中間(交換)フォーマットの統一規格Ｑ策＞上記会議においては､我が国における

＞岸問の酌網について園力湘'1両寺淫葬窒栴＞民間の取組について国が側面支援を実施。

2)ﾌｧｲﾙﾌｫｰﾏｯﾄの国際標準化に向けた環境整備

｢雷子出版日本語フ －マット統一規格会誌(仮称） lを設置。

に向けて具体的な検討. を展開 ●

＞中国を始めとする各国の電子出版に係る大規模な政府調達に対応した輸出､他国による日本の電子出版規格の排除の防止､今後の我が国
の政府調達協定対象機関による電子出版の公共調達を念頭に､我が国の電子出版規格に即した日本語表現が可能なファイルフォーマットを厘隆
規格(公的標準)としていく活動を展開。

＞具体的には､２．１)の日本語基本表現の中間(交換)フォーマットの統一規格の反映や､２．４)のＥＰＵＢ等海外のデフアクト標準であるフアイル
フオーマツトとの変換に係る技術要件も検討の上､国際規格lEC62448の改定に向けた取組が重要であり、２．１)の｢電子出版日本語フォーマット統
一規格会議(仮称)｣を活用しつつ､国際標準化活動を展開。

＞民間の取組について国が側面支援を実施。
ノ
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１

_鍾愛」具体的政策の方向性とアクションプラン～ｵｰブﾝ型電子出版環境の実現～②

具体的政策の方向性とアクションプラン～「

3)紙の出版物と電子出版の双方を扱う書誌情報(MARC等)ﾌｫｰﾏｯﾄの確立に向けた環境整備

【1.2】電子出版を様々なブﾗｯﾄﾌｫｰﾑ､様々な端末で利用・提供できるようにする ●

ユー公Ｂ

１ｘｌｆ］
洗

坤

【s】海外の出版物に自由にアクセスできるようにするともに､日本の出版物を世界へ発信する。

＞こうした取組について国が側面支援。

4)全文テキスト検索の実現に向けた環境整備

＞過去の紙の出版物のデジタル化には､OCRによるテキスト化が有効｡日本語文字のOCRの精度の向上や校正や編集に係るワークﾌﾛー の確立に向けて検
討。

＞最初から文字デー ﾀがデジタル化されている電子出版の全文テキストを､正確に即時的かつ効率的に検索対象とするため､出版物のつくり手と検索ポータル
事業者等の間でのデータ受け渡しﾌｫー ﾏｯﾄ(中間(交換)ﾌｫー ﾏｯﾄの利用等)の検討。

＞現状の技術レベルで全文テキスト検索機能を実現する場合において､OCRで抽出したテキストは検索のみに利用し､表示はページの画像ﾌｱｲﾙを利用する
等､原著作物をできるだけ正確に伝えるための工夫の検討。

＞電子テキストとして表示する場合において､オリジナルの字体を保存するための技術の開発等､原著作物の正確な保持．保存の仕組みの検討。
＞検索精度を高めるため､テキストの構造化やタグ付け作業の自動化､全文ﾃｷｽﾄと書誌情報(MARC等)との関連づけなどの検討
＞国立国会図書館と出版物のつくり手等との連携による実証実験等を通じて課題解決を検討。

研究所の目録所在情報サービスの改善と連携しつつ､叙の出版物と
いて具体的な検討｡実証を展開。

雨Ｔ幸評ﾏ耳奉＝ﾏマ

薄i濡濡無墜ii濡鶏雲撫M慨筆ﾗヱｮ上鯛駕蕊糟室
を設置。

巳

知のインフラ｣ヘのアクセス環境の整

間(交換)フ計一ﾏｯﾄ)の国内関係者への普及促進3)フアイルフガーﾏｯﾄ(中

可

に向けて､課頴存塞]堅し､必要に応じて(中間(交換)フォーマット)の共通化に向けて不可欠となる国内出版社。 刷会牡雲への筈 准＞ファイルﾌｼｫｰﾏｯﾄ

国による支援を実施。

4)海外ヂﾌｧｸﾄ標準への対応に向けた環境整備
■

＞電子出版市場の世界的な拡大を見据えて､我が国のｿﾌﾄパワーの発揮国際競争力の強化を図る観点から､海外の閲覧ﾌ刻ｰﾏｯﾄとして有力なﾌ勃一ラ

|【2】あらゆる出版物を簡単に探し出して利用することができるようにする。

るが､W3CにおけるHTML5の策定状況も踏まえつつ､出版ム標準のひとつであ 語表現への十分な対応が可能となることが期待されるＥＰＵＢＩごついて

物のつくり手の理解を得ながら､必要な取組を検討｡漢字文化圏である中国､韓国との連携が重要。

一一一一＝一ー一ｰーｰー一一一ー一一ーー一一ーーー‐一ｰ●●ｰーーーーーーー一一ーーー＝ー■■ーーー‐＝ｰ＝ー一一一一一一一一一一一一一古一一一一＝‐一三一一＝一一一－－－－－－＝＝－－一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一凸■一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

のほか全端末_ネットワーク、

備~《鍾夢’

固守国会図書館における出版物のデジタル保存に係る取組を継続･拡充していく必要。

る公的アーカイブとの間の

今後の電子出版の時代を見据えて､その超長期の利用を保証する観点から、

3.「知のインフラ』へのアクセス環境の整備

＞実務に精通した関係者の議論の場として、

【･1】電子出版を紙の出版物と同様に長い期間にわたって利用できるようにする。

数十年を超

1)異なる電子出版端末･プラットフォーム間の相互運用性の向上に向けた環境整備

＞紙と同様に長期間にわたる利用が可能となるよう電子出版の普遍性とｵー ブﾝ性を求める利用者ニーズに応えていく観点から､異なる電子出版端末･プラット
フォーム間の相璽重用性を向上するための技術的な検討を実施。

●

す

＞具体的には､２．１)､２．２)、２．３)､２．

ることを可能とする観点から､権利面での対応を含めた確かな技術的な仕組みを検討。

ブﾗｯﾄﾌｫｰﾑの各レイヤー間のAPI（ Ｉ

2)公共財としての電子出版の保存に向けた環境整備

＞長期(数年から数十年)の利用の保証を期待されてい
互協力。

＞今後の電子出版の時代を見据えて､その超長期の利ｌ
＞園吉園今回雲舘'三判十Z,串賑物の二声>々ル停左I=ｲ軍，

､超長期の利用の保証を求められてい

的な仕組みについて､関係者において検討

シ
シ

電子出版の収集･保存の公

る民間の商用サービスの提供



』

具体的政策の方向性とアクションプラン｢知のインフラ｣ヘのアクセス環境の整備~②種》
【3】出版物間で､字句､記事､目次､頁等の単位での相互参照を可能とし､関連情報・文献の検証や記録を容易にするＬｕ』幽砥可幻'ﾛ』～、可一切、ロu＝、国宅へ、呈苛､"ー些姶､'グ厩Ip1芦屍雨己副局画一ー 、周＝'同調民ー へi1jWwジ，'，冨口Ｌ､~gu密旦言動uUー 亨.｡'。’
宕守柄一Ｆ=･ーPp -一一６－－

５)記事､目次等の単位で細分化されたｺﾝﾃﾝﾂ配信､相互参照の実現に向けた環境整備

＞日本雑誌協会デジタルｺﾝﾃﾝﾂ推進委員会及び雑誌ｺﾝﾃﾝﾂデジタル推進ｺﾝｿー ｼｱﾑが､３．８)の｢電子出版書誌デ‘ﾀﾌﾌｊ－ﾏｯﾄ標準化会議(仮
称)｣との連携を図りつつ、 コンテンツIDの付与の仕組み_実現の同｢能

＞民間の取組について国が側面支援。

6)ﾒﾀデー ﾀの相互ﾖ重用性の確保に向けた環境整備

＞公共図書館や大学図書館､公文書館､美術館､博物館等が｜
の保証､電子出版に係る配信経路や閲覧環境等流通過程にお
＞こうした取組について国が側面支援。

について具体的な検討･実証を展開。

【4】著作者や出版者､書店等の関係者との間の合意を前提としつつ､図書館の役割について検討する。

7)デジタル｡ﾈｯﾄﾜー ｸ社会における図書館(国立国会図書館､公立図書館等)と公共サービスの在り方の整理
＞同市圃今図書館を始めとしたデジタル･ネットワーク社会における図書館の在り方について検討するため~今後､関係者において、

を設置し､関係者間で合意が得られたものから逐次実現に向けた取組を実施。

、

｢デジタル･ネットワーク社会

＞こうした取組について国が側面支援。

8)図書館における蔵書の全文検索

＞国立図書館における蔵書の全文検索について､著作者や出版者､書店等の関係者との合意を前提としつつ､具体的なニーズが認められる部分について､実
証実験等を実施。

9)図書館における電子出版に係る公共サービスについて検討･実証

＞図書館による貸与については様々 な考え方があるが､今後関係者により進められる図書館による電子出版に係る公共サービスの具体的な運用方法に係る
検討に資するよう､米国等の先行事例の調査_図書館や出版物のつくり手､売り手等の連携による必要な実証実験等を実施。
＞こうした取組について国が側面支援。

1o)家族や友人など特定のｺﾐｭﾆﾃｨ内での貸与に係る検討

＞利用者利便の向上の観点から､電子出版について特定のｺﾐｭﾆﾃｨ内での貸与を可能とするサービスが諺ビジネス上の判断に基づいて実現される場合､電
子出版の貸与について特定のｺﾐｭﾆﾃｨ内に限定するための技術的な仕組みや､一定期間経過後に電子出版のデー ﾀを消去する技術的な仕組み､貸与回数
を制限する技術的な仕組み等､出版物のつくり手､売り手の理解を得るための技術的なスキームについて検討。・

ノ
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具体的政策の方向'性とアクションプラン～利用者

4,利用者の安心感安全の確保
｜【1】読み手の安心･安全を守る。『

1)電子出版の読み手のﾗｲパｼｰの保護

の安心･安全の確保～① 鍾診’

＞電子出版の分野における読み手の閲覧履歴等ﾗｲﾌログ関連技術の活用については､｢利用者視点を踏まえたICTサービスに係る諸問題に関する研究会

瀞霧蕊難溺必謹誇省の有識者懇談会)が示した｢ﾗｲﾌﾛグ活用ｻーピｽに関する配慮原則』に基づき読み手のﾗｲバｼーの保護を図り､読

【2】障がい者､高齢者､子ども等の身体的な条件に対応した利用を増進する。bー且雁f■Ｊｕ－ｖ‐~国、１戸郡画8J‐国、Ｊｰ、釘で訂芭ジシ召ｒＴ▽卿虫干口々郡、ロ１８－クワ剃り‘卿▽もジヴー▽Ｕ刊〃１

２)テキストデータの音声読み上げを可能とする電子出版環境の構築

＞電子出版内のテキストデータについて､一定の音声読み上げ機能への活用に限定してテキストデー ﾀの受け渡しを可能とする､標準規格に基づいた読み上
げ用の情報を電子出版内に収録する等､音声読み上げ可能な電子出版を拡大するための技術的な仕組み､業界横断的なﾜｰｸﾌﾛｰの仕組みについて､関げ用の
係者に
＞今後の電子出版の普及を見込み､音声読み上げの精度やﾕｰげビﾘﾃｨの飛躍的向上を図るため、
手の意見の反映､評価検証を行う機会の設定等､関係者による取組の進展が必要。

音声読み上げの開発に関して､出版物のつくり手や読み

3)雑誌､ｺﾐｯｸのアクセシビリテンfの確保

邑鞠綴躯黙|繍繍量ｺﾐｯｸに対するｱｸｾｼピﾘﾃｲを確保するためには画像認識･ﾃｷｽﾄ変換等の分野において新たなｲノベー
可

』


